
12月定例会は、11月29日から12月22日までの24日間の会期で開かれました。
初日に市長から所信表明があり、その後、袖ケ浦市一般職の職員の給与に関す

る条例等の一部を改正する条例の制定についてなど議案12件が提出され、提案理
由の説明などがありました。また、議案9件について、各常任委員会に審査を付託
しました。その後、議案第1号について審議が行われ、採決の結果、原案のとおり
可決されました。
8日、9日、12日には各常任委員会が開催され、付託された議案に対する審査を

行いました。
14日には委員会付託された議案について、各常任委員長から審査の経過と結

果を報告後、議案9件が原案のとおり可決されました。
また、14日、16日、19日、20日には16人が市政について一般質問を行いました。
最終日の22日には、議案2件について審議がされ、採決の結果、原案のとおり

可決、同意されました。また、議員発議の意見書の提出があり、賛成少数により否
決されました。

（議決結果は8ページに掲載しています。）

12月定例会12月定例会 11月29日～12月22日
（会期24日間）

平成24年 3月定例会会期（案）
【会期】平成24年2月22日（水）から3月27日（火）までの35日間

曜日
水
火
火
水
木
月
水
木
月
水
木
金
火

日
2/22
28

3/  6
7
8
12
14
15
19
21
22
23
27

内　　容
本会議
本会議
総務企画常任委員会
文教福祉常任委員会
建設経済常任委員会
本会議（一般質問）
本会議（一般質問）
本会議（一般質問）
本会議（一般質問予備日）
予算審査特別委員会
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予算審査特別委員会（予備日）
本会議
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＊一般質問通告一覧表は3月1日頃、ホームページに掲載する予定です。
＊各種会議の詳細については、市役所議会事務局までお問い合わせください。

12月22日の本会議終了後、開かれた議会を目的に、
議場コンサートが行われました。
今回2回目となる議場コンサートでは、袖ヶ浦高等
学校音楽部の生徒が「Hey和」「翼をください」など
8曲のすばらしい歌声と演奏を披露しました。平成23
年は東日本大震災、豪雨災害、原発事故等たくさん
の災害に見舞われた1年でした。このような中でも必
死に頑張っている方達のために、復興への祈りを胸
に、心のこもった
歌声に共感しなが
ら聴き入りました。

平成22年において、ゆりの里は、
JAグループが運営している県内直売所（41か所）の中で

第3位の売上げを誇りました。

平成22年において、ゆりの里は、
JAグループが運営している県内直売所（41か所）の中で

第3位の売上げを誇りました。

平成22年において、ゆりの里は、
JAグループが運営している県内直売所（41か所）の中で

第3位の売上げを誇りました。

平成22年において、ゆりの里は、
JAグループが運営している県内直売所（41か所）の中で

第3位の売上げを誇りました。

平成22年において、ゆりの里は、
JAグループが運営している県内直売所（41か所）の中で

第3位の売上げを誇りました。

平成22年において、ゆりの里は、
JAグループが運営している県内直売所（41か所）の中で

第3位の売上げを誇りました。

平成22年において、ゆりの里は、
JAグループが運営している県内直売所（41か所）の中で

第3位の売上げを誇りました。

平成22年において、ゆりの里は、
JAグループが運営している県内直売所（41か所）の中で

第3位の売上げを誇りました。

平成22年において、ゆりの里は、
JAグループが運営している県内直売所（41か所）の中で

第3位の売上げを誇りました。

平成22年において、ゆりの里は、
JAグループが運営している県内直売所（41か所）の中で

第3位の売上げを誇りました。

平成22年において、ゆりの里は、
JAグループが運営している県内直売所（41か所）の中で

第3位の売上げを誇りました。

平成22年において、ゆりの里は、
JAグループが運営している県内直売所（41か所）の中で

第3位の売上げを誇りました。

平成22年において、ゆりの里は、
JAグループが運営している県内直売所（41か所）の中で

第3位の売上げを誇りました。

平成22年において、ゆりの里は、
JAグループが運営している県内直売所（41か所）の中で

第3位の売上げを誇りました。

平成22年において、ゆりの里は、
JAグループが運営している県内直売所（41か所）の中で

第3位の売上げを誇りました。

平成22年において、ゆりの里は、
JAグループが運営している県内直売所（41か所）の中で

第3位の売上げを誇りました。

平成22年において、ゆりの里は、
JAグループが運営している県内直売所（41か所）の中で

第3位の売上げを誇りました。

平成22年において、ゆりの里は、
JAグループが運営している県内直売所（41か所）の中で

第3位の売上げを誇りました。

平成22年において、ゆりの里は、
JAグループが運営している県内直売所（41か所）の中で

第3位の売上げを誇りました。

平成22年において、ゆりの里は、
JAグループが運営している県内直売所（41か所）の中で

第3位の売上げを誇りました。

平成22年において、ゆりの里は、
JAグループが運営している県内直売所（41か所）の中で

第3位の売上げを誇りました。

平成22年において、ゆりの里は、
JAグループが運営している県内直売所（41か所）の中で

第3位の売上げを誇りました。

平成22年において、ゆりの里は、
JAグループが運営している県内直売所（41か所）の中で

第3位の売上げを誇りました。

平成22年において、ゆりの里は、
JAグループが運営している県内直売所（41か所）の中で

第3位の売上げを誇りました。

平成22年において、ゆりの里は、
JAグループが運営している県内直売所（41か所）の中で

第3位の売上げを誇りました。

平成22年において、ゆりの里は、
JAグループが運営している県内直売所（41か所）の中で

第3位の売上げを誇りました。

平成22年において、ゆりの里は、
JAグループが運営している県内直売所（41か所）の中で

第3位の売上げを誇りました。

平成22年において、ゆりの里は、
JAグループが運営している県内直売所（41か所）の中で

第3位の売上げを誇りました。

平成22年において、ゆりの里は、
JAグループが運営している県内直売所（41か所）の中で

第3位の売上げを誇りました。

平成22年において、ゆりの里は、
JAグループが運営している県内直売所（41か所）の中で

第3位の売上げを誇りました。

平成22年において、ゆりの里は、
JAグループが運営している県内直売所（41か所）の中で

第3位の売上げを誇りました。

議場コンサート開催議場コンサート開催議場コンサート開催議場コンサート開催議場コンサート開催議場コンサート開催議場コンサート開催議場コンサート開催議場コンサート開催議場コンサート開催議場コンサート開催議場コンサート開催議場コンサート開催議場コンサート開催議場コンサート開催議場コンサート開催議場コンサート開催議場コンサート開催議場コンサート開催議場コンサート開催議場コンサート開催議場コンサート開催議場コンサート開催議場コンサート開催議場コンサート開催議場コンサート開催議場コンサート開催議場コンサート開催議場コンサート開催議場コンサート開催議場コンサート開催議場コンサート開催議場コンサート開催議場コンサート開催議場コンサート開催議場コンサート開催議場コンサート開催議場コンサート開催議場コンサート開催議場コンサート開催議場コンサート開催



そでがうら議会だより第 149 号 平成２４年（2012年）２月１日 （2）

各委員会では、付託された
議案等の審査を行いました。

【議　　案】
s議案第6号 平成23年度袖ケ浦市一般会計補正予算（第2号）
・採決の結果 原案可決（賛成多数）
・主 な 質 疑 q住民記録等システム改修について

②市たばこ税の歳入増の理由について
③予防接種事業の利用状況について
④庁舎維持補修の内容について
⑤ひとり親家庭増加の状況について
⑥高齢者虐待について
⑦幹線道路舗装改良事業について
⑧消防団活動運営事業について
⑨中学校管理工事費の内容について

⑩基幹情報システムの改修内容について
⑪奨学金貸付事業の状況について

・討　　　論 賛成
今回の補正予算は利用者の増加によるものが多く、市民サービス

に対して必要なものであり、また債務負担行為は来年度の法施行に
対応するためなので賛成します。
反対
市民サービスに必要な措置がされていて評価できる点もあるが、住
民基本台帳システムの改修に対し、これだけ費用をかける債務負担
行為には賛成できないので反対します。

総務企画常任委員　8名
委 員 長　田邊恒生
副委員長　片倉憲太郎
委　　員　前田美智江／茂木芳和／榎本雅司／阿津文男

篠 典之／石井俊夫

【議　　案】
s議案第3号 袖ケ浦市福祉作業所の指定管理者の指定について
・採決の結果 原案可決（全員賛成）
・主 な 質 疑 ①指定管理料に占める人件費の割合及び職員の人数について

②人件費を除いた経費について
③福祉作業所の定員及び利用者の人数について
④指定管理料が3年間で増加している理由について
⑤指定管理制度に移行したことによる経費の削減効果について

・討　　　論 なし
s議案第7号 平成23年度袖ケ浦市国民健康保険特別会計補正予算（第1号）
・採決の結果 原案可決（全員賛成）
・主 な 質 疑 ①住民基本台帳法改正に伴うシステム改修の経費について
・討　　　論 なし
s議案第8号 平成23年度袖ケ浦市後期高齢者医療特別会計補正予算（第2号）
・採決の結果 原案可決（賛成多数）
・主 な 質 疑 ①後期高齢者医療システムの改修の理由及びその内容について

②後期高齢者医療制度の対象となる外国人登録者の人数について
③システム改修の費用対効果について

・討　　　論 賛成
今回の補正予算は、住民基本台帳法の改正に伴う後期高齢者医療
システムの改修について債務負担行為の設定を行うものです。このシ
ステム改修は、後期高齢者医療事業を円滑に運営していくために必要
なものであり賛成します。

反対
住民基本台帳法の改正により、住基ネットに登録できるのは在留カ

ードを持っている外国人だけになり、在留資格の取り消しが行われれ
ば、行政サービスを受けることができなくなり問題です。これは、外国
人住民の人権を侵害するものであり、また、対象者3人に対して700万
円を超える経費をかけてシステム改修を行うことには反対します。

s議案第9号 平成23年度袖ケ浦市介護保険特別会計補正予算（第2号）
・採決の結果 原案可決（賛成多数）
・主 な 質 疑 ①介護保険制度の対象となる外国人登録者の人数について

②介護保険事務処理システムの改修の必要性について
③介護保険事務費が増額になった理由について
④介護保険法改正による介護保険事務の具体的な変更内容について
⑤システムを改修しないと対応できない理由について

・討　　　論 賛成
今回の補正予算は人件費及び介護保険事務費を増額するものであ
り、また、介護保険事務処理システム改修についての債務負担行為の
設定は介護保険事業を円滑に運営していくために必要なものである
ので賛成します。
反対
住民基本台帳法の改正に伴う介護保険事務処理システム改修につ

いての債務負担行為の設定が議案に含まれています。外国人の人権
を侵害する問題を多く含む法改正に伴うものであるため反対します。

文教福祉常任委員　8名
委 員 長　神 寛
副委員長　佐藤麗子
委　　員　田中輝博／佐久間清／励波久子／小野光正

岡田　實／渡辺　盛

総務企画常任委員会

文教福祉常任委員会

建設経済常任委員会

【議　　案】
s議案第2号 袖ケ浦市農業集落排水処理施設条例の一部を改正する条例の制定

について
・採決の結果 原案可決（全員賛成）
・主 な 質 疑 q区域内における除外世帯件数について

②非加入者に対する今後の見通しについて
・討　　　論 なし
s議案第4号 袖ケ浦市農村地域食品振興センターの指定管理者の指定について
・採決の結果 原案可決（全員賛成）
・主 な 質 疑 q指定管理者の指定期間について

②今後検討している民間への譲渡に関する考え方について
③施設の利用者数について
④施設の利用形態方法について
⑤民間譲渡する場合の施設老朽に伴う補修箇所等の把握状況について
⑥民間譲渡する場合の駐車場等を含めた土地利用について
⑦施設の年間維持管理費用について
⑧施設老朽に伴う補修に係る見込み予算について
⑨建設にあたっての国庫補助金返還の有無について
⑩施設研修室の利用数の把握について

・討　　　論 なし
s議案第5号 袖ケ浦市農畜産物直売所の指定管理者の指定について
・採決の結果 原案可決（賛成多数）
・主 な 質 疑 q指定管理者の指定期間について

②農業全般に係る執行部の考え方について
③指定管理者の指定にあたり付帯事項の必要性について
④農畜産物の出店にあたる手数料について
⑤手数料の他店との比較状況について

⑥指定をする団体の法人住民税及び法人税の納付先について
⑦公募状況について
⑧経営内容の見直しについて
⑨袖ケ浦産農畜産物のPR方法について

・討　　　論 賛成
・君津市農業協同組合は、平成19年の開設当初から、農畜産物直売
所の管理運営に携わっており、農業経営及び技術に関するノウハウを
活用し、「地産地消」による地域農業の活性化を図るなど、信頼関係
も築いていることから適切妥当であると判断されるため賛成します。
・直売所に1番求められているのが商品の安心安全であり、そしてそ
の栽培履歴の中に農薬の大きな問題がかかわっています。野菜個々
によって農薬が異なり、そのノウハウを徹底し生産者に熟知させるこ
とは、1、2年では困難です。現在はノウハウをもっている農協が徹底
して指導しており、仮に他団体を指定しても、信用、栽培経歴の徹底
を行うには5年は必要と思われる観点からこの指定は適切妥当である
と判断されるため賛成します。
反対
袖ケ浦市農畜産物直売所の現在の運営は、条例にある初期の目的
からかけ離れたものがあり、見直し期間を必要としても5年間の再契
約は長すぎると考えるため反対します。

s議案第10号 平成23年度袖ケ浦市農業集落排水事業特別会計補正予算（第1号）
・採決の結果 原案可決（全員賛成）
・主 な 質 疑 q繰越明許費の入札状況について

②繰越明許費の適正執行について
・討　　　論 なし

建設経済常任委員　8名
委 員 長　立原　勇
副委員長　篠 龍夫
委　　員　長谷川重義／吉岡淳一／塚本幸子／福原孝彦

遠山　修／露 信夫

12月8日開催　付 託 案 件（1件）

12月9日開催　付 託 案 件（4件）

12月12日開催　付 託 案 件（4件）



そでがうら議会だより（3） 平成２４年（2012年）２月１日 第 149 号

（仮称）そでがうらメモリアルパーク検討特別委員会

【議　　件】 （仮称）そでがうらメモリアルパーク建設に伴う現在
の状況について
執行部より火葬場に関する近況の説明後、火葬場建

設の市の目指すべき方向性について意見交換を行いま

した。

（仮称）そでがうらメモリアルパーク検討特別委員　12名

委 員 長　榎本雅司

副委員長　阿津文男

委　　員　長谷川重義／篠 龍夫／茂木芳和／片倉憲太郎

神 寛／吉岡淳一／塚本幸子／福原孝彦

篠 典之／岡田　實

1月11日開催

議会では、年4回の定例会開催以外に様々な活動を行っています。
数ある活動の中から、かずさ四市議会議長会の活動をご紹介します。

かずさ四市議会議長会は、木更津市、君津市、富津市、袖ケ浦市の四市の正副議長
で組織され、四市が連携して共通の問題を調査研究し、市政の発展に寄与することを
目的として様々な活動を実施しています。
今回は1月に実施した千葉県への要望活動と議員研修会について報告します。

平成24年1月18日（水）、千葉県庁知事室において下記の内容の要望書を千葉県に
提出いたしました。

◎東京湾アクアラインの通行料金の
恒久的な引下げについて
東京湾アクアラインの通行料金は、千葉県の戦略的な取

り組みにより、平成21年8月からETC搭載車の場合、普通
車で800円と大幅に引下げる社会実験が実施され、実験前
に比べ交通量は格段に増加し、料金引下げ効果は千葉県経
済のみならず、首都圏全体に様々な分野で波及しているも
のと認識しております。
その効果をさらに高めていくため、千葉県の多大なるご

尽力により、通行料金引下げの社会実験が昨年4月から3年
間延長されることとなったことは、かずさ四市として感謝
の念に堪えないところであり、さらなる経済波及効果を期
待しているところです。
かずさ四市では、アクアラインの着岸地という恵まれた

特性を活かした地域づくりを進めており、当地域が大きく
発展していくためには、社会実験終了後において、地方負
担を伴わない国策としての通行料金の恒久的な引下げが必
要であり、その実現に向けて国に対し要望してくださる
ようお願いするものであります。

◎バス運行対策費補助金について

公共交通である路線バスは、交通手段の多様化に伴い利
用者の減少が続いておりますが、生活するうえで路線バス
に頼らざるを得ない方々も多く、本格的な超高齢化社会を
迎えようとしている地域にとっては、欠くことのできない
交通手段となっていることから、これを維持していくため
には行政による補助が必要となっているのが実情でありま
す。
既に、市単独の補助や「みなし運行回数」による国・県

補助の減額分の補填、廃止代替交通の導入なども行ってい
ることもあり、市の負担は大きくなっております。
また、平成23年度からの「地域公共交通確保維持改善事

業」では、乗合バスに対する運行費の補助制度が事前算定方
式となり、事業者に対するインセンティブが与えられた一
方、赤字額を低く見積もった場合に生じる経営損失の補填
が路線維持を望む関係市に求められることも想定されます。

このような状況の中、国・県の補助がなくては、かず
さ四市が存続を望む基幹路線バスの維持は難しいこ
とから、引き続き、バス運行対策費補助金の予算
措置を要望します。

議会活動
の紹介

かずさ四市議会議長会

☆要望活動☆

平成24年1月24日（火）に、君津市生涯学習交流センター多目的ホールにおいて、かずさ四市議
会議長会議員研修会が開催され、各市の議会議員が参加しました。
当日は、木更津工業高等専門学校環境都市工学科准教授、鬼塚信弘先生を講師に招き、「地震防
災について」の講演が行われました。
皆さんの関心も高く有意義な研修会となりました。

☆議員研修会☆
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Ｑ
若
い
世
代
の
人
口
増
加

と
雇
用
の
場
確
保
の
観

点
か
ら
、
袖
ケ
浦
駅
海
側
土

地
区
画
整
理
事
業
を
伺
う
。

Ａ
人
口
計
画
は
約
3
千
700

人
で
、
企
業
誘
致
に
つ

い
て
は
、
何
社
か
進
出
希
望

が
あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

Ｑ
若
年
者
の
就
労
支
援
に

つ
い
て
伺
う
。

Ａ
「
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
ち
ば
」

等
に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー
の

参
加
促
進
な
ど
、
今
後
も
関

係
機
関
・
近
隣
市
と
連
携
し
、

支
援
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
第
1
期
椎
の
森
工
業
団

地
で
の
市
内
在
住
者
の

雇
用
人
数
は
何
名
か
伺
う
。

Ａ
約
30
名
の
新
規
雇
用
が

あ
り
ま
し
た
。

Ｑ
働
く
こ
と
に
悩
む
若
者

の
自
立
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
「
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
」
の
情
報
を
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
紙
に
掲

載
し
な
い
か
伺
う
。

Ａ
掲
載
し
、
情
報
発
信
に

努
め
ま
す
。

3
種
（
子
宮
頸
が
ん
・
ヒ
ブ
・

小
児
用
肺
炎
球
菌
）ワ
ク
チ

ン
接
種
と
妊
婦
健
診
事
業
の

継
続
を

Ｑ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
状
況

を
伺
う
。

Ａ
11
月
末
、
子
宮
頸
が
ん

66
・
6
％
、
ヒ
ブ
27
・

6
％
、
小
児
用
肺
炎
球
菌

31
％
で
、
今
後
も
接
種
率
向

上
の
た
め
に
啓
発
に
努
め
ま

す
。Ｑ

さ
ら
な
る
定
着
の
た
め

来
年
度
以
降
の
事
業
継

続
を
伺
う
。

Ａ
継
続
の
方
向
で
事
務
を

進
め
て
い
ま
す
。

期
日
前
投
票
手
続
き
の
簡
素

化
で
、
投
票
率
の
向
上
を

Ｑ
投
票
所
入
場
券
の
裏
面

を
宣
誓
書
と
し
、
事
前

に
記
入
す
る
こ
と
が
可
能
か

伺
う
。

Ａ
次
の
選

挙
か
ら

導
入
で
き
る

よ
う
進
め
ま

す
。

前
田
美
智
江
議
員

若
い
世
代
を
支
援
し
魅
力
あ
る
街
づ
く
り
を

Ｑ
自
転
車
通
行
の
安
全
環

境
整
備
に
つ
い
て
伺

う
。Ａ

国
土
交
通
省
と
警
察
庁

が
3
月
末
ま
で
に
ま
と

め
る
「
自
転
車
の
利
用
促
進

と
安
全
対
策
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
を
参
考
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

Ｑ
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

の
待
機
者
ゼ
ロ
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
現
在
、
待
機
者
は
218
名

で
す
が
、
本
年
度
、
入

所
定
員
29
名
の
小
規
模
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
2
カ
所

建
設
中
で
す
。
ま
だ
不
足
し

て
い
る
の
で
次
期
、
第
5
期

介
護
保
険
事
業
計
画
の
中
で

整
備
促
進
に
つ
い
て
検
討
し

ま
す
。

身
近
な
生
活
環
境
改
善
の
取

り
組
み
に
つ
い
て

Ｑ
道
路
沿
線
・
空
家
の
長

期
間
放
置
に
よ
り
枝
木

が
道
路
・
隣
地
に
張
り
出
し

苦
情
と
な
っ
て
い
る
。
ス
ピ

ー
デ
ィ
ー
な
対
応
が
で
き
る

仕
組
み
を
考
え
な
い
か
。

Ａ
空
家
の
総
合
窓
口
を
都

市
整
備
課
に
一
本
化
し

て
お
り
、
今
後
、
広
報
等
に

よ
り
周
知
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
自
己
責
任
で
あ
る
こ
と

を
も
っ
と
P
R
す
べ
き

で
な
い
か
。

Ａ
平
成
24
年
度
か
ら
固
定

資
産
税
納
税
通
知
書
送

付
封
筒
の
裏
面
を
利
用
し
た

P
R
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
長
浦
駅
近
く
の
倒
壊
し

そ
う
な
ビ
ル
建
物
の
対

応
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
県
に
依
頼
し
、
対
処
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

Ｑ
自
治
会
等
の
市
民
力
を

活
か
す
方
法
を
考
え
な

い
か
伺
う
。

Ａ
今
後
、
検
討
し
ま
す
。

田
邊
恒
生
議
員

新
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
な
い
項
目
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

Ｑ
市
の
活
性
化
や
知
名
度

ア
ッ
プ
の
た
め
、
平
成

24
年
10
月
の
ア
ク
ア
ラ
イ
ン

マ
ラ
ソ
ン
で
、
県
の
支
援
を

受
け
、
コ
ー
ス
の
一
部
と
な

る
袖
ケ
浦
公
園
か
ら
ゆ
り
の

里
、
広
域
農
道
近
辺
を
利
用

し
、
参
加
者
の
元
気
が
出
る

よ
う
に
、
幼
児
か
ら
高
校
生

ま
で
の
応
援
活
動
等
を
行
わ

な
い
か
。

Ａ
市
で
は
県
が
発
行
す
る

P
R
新
聞
や
ポ
ス
タ
ー

な
ど
に
、
袖
ケ
浦
公
園
や
ゆ

り
の
里
を
載
せ
る
な
ど
を
し

て
い
ま
す
。
更
に
庁
内
に
委

員
会
を
作
っ
て
お
り
、
そ
の

中
で
提
案
の
よ
う
な
企
画
を

検
討
し
て
い
き
ま
す
。
費
用

に
つ
い
て
は
今
後
考
え
ま
す
。

市
の
財
政
の
健
全
化
に
つ
い

てＱ
市
は
交
付
団
体
に
な
る

可
能
性
が
あ
る
。
財
政

立
て
直
し
に
、
上
下
水
道
の

料
金
ア
ッ
プ
な
ど
市
民
の
負

担
増
や
予
算
の
一
律
カ
ッ
ト

等
に
よ
り
切
り
ぬ
け
て
き
た

が
、
市
は
今
後
ど
の
よ
う
な

対
応
を
取
る
の
か
。

Ａ
税
収
減
が
続
い
て
い
る

こ
と
と
長
浦
駅
舎
、
袖

ケ
浦
駅
舎
及
び
駅
海
側
開
発

整
備
な
ど
も
あ
り
、
財
政
は

さ
ら
に
厳
し
く
な
り
ま
す
。

歳
入
ア
ッ
プ
策
と
し
て
2
期

3
期
椎
の
森
工
業
団
地
の
整

備
促
進
に
力
を
入
れ
て
い
き
、

歳
出
削
減
策
と
し
て
、
定
員

適
正
化
計
画
に
基
づ
き
増
員

を
抑
制
し
て
い
き
ま
す
。
放

射
能
測
定
器
の
購
入
等
の
震

災
関
係
で
発
生
し
た
費
用
に

つ
い
て
は
、
既
に
430
万
円
に

も
な
っ
て
お
り
、
段
階
を
と
ら

え
て
国
、
県
、
東
京
電
力
な

ど
に
請
求
し
て
い
き
ま
す
。

篠

龍
夫
議
員

ア
ク
ア
ラ
イ
ン
マ
ラ
ソ
ン
を
活
か
し
た

市
の
活
性
化
に
つ
い
て

Ｑ
制
度
の
内
容
、
予
算
と

財
源
は
。

Ａ
予
算
の
額
、
内
容
に
つ

い
て
は
研
究
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
、
他
市
の
状
況
を

踏
ま
え
て
具
体
化
し
て
い
く

と
こ
ろ
で
す
。

Ｑ
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
は
市
長

公
約
だ
。
具
体
的
検
証

可
能
な
政
策
目
標
で
、
制
度

に
は
予
算
と
財
源
、
制
度
の

内
容
を
提
示
す
べ
き
で
は
。

Ａ
こ
の
制
度
は
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
で
は
な
く
、
基
本
政

策
と
し
て
提
示
さ
せ
ま
し
た
。

火
葬
場
建
設
に
つ
い
て

Ｑ
市
長
公
約
の
「
新
た
な

方
策
」
と
議
会
の
審
議

動
向
を
見
る
と
は
矛
盾
し
な

い
か
。

Ａ
木
更
津
市
と
の
共
同
建

設
の
打
診
、
林
地
区
の

要
望
書
を
確
認
し
、
新
た
な

具
体
策
を
確
立
し
て
い
き
ま

す
。Ｑ

4
年
間
で
公
約
ど
お
り

取
り
組
ま
れ
た
か
。

Ａ
地
元
の
折
衝
の
中
で
状

況
的
に
は
難
し
い
と
判

断
し
、
道
を
開
け
な
か
っ
た

こ
と
に
責
任
を
感
じ
ま
す
。

水
道
管
理
者
の
職
務
に
つ
い

てＱ
水
源
地
に
セ
シ
ウ
ム
を

埋
め
立
て
て
い
る
た
め

市
民
の
不
安
が
あ
る
。
水
道

事
業
者
と
し
て
の
管
理
・
行

動
は
。

Ａ
最
終
処
分
場
を
運
営
し

て
い
る
事
業
者
に
対
し

て
維
持
管
理
体
制
の
強
化
を

申
し
入
れ
て
い
く
こ
と
を
検

討
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
市
民
の
た
め
の
市
政
と

は
ど
う
い
う
市
政
か
。

Ａ
市
民
一
人
一
人
が
活
き

活
き
と
暮
ら
す
、
活
力

に
満
ち
た
住
み
や
す
い
ま
ち

づ
く
り
、
こ
れ
ら
の
計
画
が

実
を
結
ぶ
た
め
努
力
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

吉
岡
淳
一
議
員

選
挙
公
約
に
つ
い
て

Ｑ
農
村
地
域
に
お
い
て
も

人
口
集
積
を
果
た
す
た

め
に
調
整
区
域
を
積
極
的
に

見
直
し
、
他
県
か
ら
の
若
者

が
移
り
住
め
る
土
地
の
確
保

と
住
環
境
の
整
備
を
図
ら
な

い
か
を
伺
う
。

Ａ
市
街
化
調
整
区
域
の
縁

辺
部
の
農
村
地
域
に
お

い
て
は
、
都
市
計
画
法
の
規

定
に
適
合
し
て
い
る
場
合
、

住
宅
の
建
設
が
可
能
と
な
っ

て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

市
街
化
調
整
区
域
境
か
ら
1.1

㎞
以
内
で
建
築
物
の
敷
地
が

半
径
150
m
以
内
に
40
戸
以
上

存
在
す
る
も
の
、
ま
た
は
敷

地
間
の
距
離
が
55
m
以
内
で

40
戸
以
上
連
た
ん
し
て
い
る

も
の
に
限
っ
て
建
築
が
で
き

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

Ｑ
都
市
計
画
法
の
規
定
に

よ
っ
て
開
発
が
で

き
る
こ
と
に
つ
い
て
、

市
民
は
ほ
と
ん
ど
理
解

さ
れ
て
い
な
い
の
が
現

状
だ
と
思
う
が
、
市
民

に
対
す
る
理
解
を
今
後

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

く
の
か
伺
う
。

Ａ
袖
ケ
浦
市
は
平
成

22
年
3
月
の
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
に
お
い
て
、

市
街
化
区
域
か
ら
1.1
㎞

以
内
の
区
域
を
農
住
調

和
地
と
い
う
よ
う
な
表

現
の
地
域
に
し
て
あ
り
ま

す
。
こ
の
農
住
調
和
地
が
環

境
面
と
か
い
ろ
い
ろ
問
題
が

あ
り
ま
す
の
で
、
開
発
指
導

要
綱
を
今
後
改
正
す
る
予
定

で
す
。
そ
の
改
正
す
る
段
階

に
お
き
ま
し
て
周
知
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

片
倉
憲
太
郎
議
員

本
市
の
活
力
あ
る
生
活
住
環
境
の

充
実
を
図
る
た
め
の
対
策
に
つ
い
て

12月定例会
一般質問者
（質問者16人）

質問順

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16

議　員　名

前　田　美智江
田　邊　恒　生
篠　 龍　夫

吉　岡　淳　一
片　倉　憲太郎
励　波　久　子
長谷川　重　義
佐久間　　　清
篠　 典　之
神　 寛

立　原　　　勇
榎　本　雅　司
田　中　輝　博
阿　津　文　男
佐　藤　麗　子
石　井　俊　夫

質問日

12月14日

12月16日

12月19日

12月20日

元旦マラソン元旦マラソン元旦マラソン元旦マラソン元旦マラソン元旦マラソン元旦マラソン元旦マラソン元旦マラソン元旦マラソン元旦マラソン元旦マラソン元旦マラソン元旦マラソン元旦マラソン元旦マラソン元旦マラソン元旦マラソン元旦マラソン元旦マラソン元旦マラソン

横田駅周辺の市街地横田駅周辺の市街地横田駅周辺の市街地横田駅周辺の市街地横田駅周辺の市街地横田駅周辺の市街地横田駅周辺の市街地横田駅周辺の市街地横田駅周辺の市街地横田駅周辺の市街地横田駅周辺の市街地横田駅周辺の市街地横田駅周辺の市街地横田駅周辺の市街地横田駅周辺の市街地横田駅周辺の市街地横田駅周辺の市街地横田駅周辺の市街地横田駅周辺の市街地横田駅周辺の市街地横田駅周辺の市街地



Ｑ
袖
ケ
浦
公
園
北
側
の
水

道
企
業
団
最
終
処
分
場

に
、
セ
シ
ウ
ム
を
含
む
浄
水

汚
泥
が
搬
入
さ
れ
て
い
る
。

現
状
と
今
後
の
見
通
し
は
。

Ａ
搬
入
量
は
11
月
ま
で
で

1
千
760
k
。
リ
サ
イ
ク

ル
処
理
が
9
月
に
再
開
し
搬

入
は
減
少
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
処
分
場
の
放
流
水
は
上

池
へ
流
れ
農
業
用
水
に

使
用
さ
れ
て
い
る
。
上
池
等

の
水
質
調
査
を
し
な
い
か
。

Ａ
次
年
度
の
米
作
に
向
け

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
放
射
性
物
質
検
査
機
器

を
配
備
し
保
育
所
、
小

中
学
校
の
給
食
や
市
民
の
持

ち
込
み
食
品
等
の
測
定
が
で

き
る
よ
う
に
し
な
い
か
。

Ａ
給
食
食
材
は
機
器
を
購

入
し
給
食
セ
ン
タ
ー
で

測
定
、
市
民
の
持
ち
込
み
食

品
等
は
来
年
度
に
測
定
機
器

購
入
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
市
民
の
命
と
安
全
を
考

え
、
福
島
第
一
原
発
1

号
機
に
匹
敵
す
る
原
子
炉
を

持
つ
空
母
の
横
須
賀
母
港
撤

回
を
政
府
に
求
め
な
い
か
。

Ａ
横
須
賀
市
や
国
の
対
応

に
注
視
し
て
い
き
ま
す
。

高
齢
者
に
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
接
種
助
成
を

Ｑ
市
独
自
助
成
を
行
い
、

肺
炎
の
重
症
化
防
止
と

負
担
軽
減
を
図
ら
な
い
か
。

Ａ
国
の
基
金
制
度
の
動
向

を
注
視
し
て
い
ま
す
。

児
童
虐
待
に
つ
い
て

Ｑ
児
童
虐
待
の
件
数
は
、

4
月
か
ら
9
月
の
間
、

地
区
別
で
は
昭
和
8
件
、
長

浦
14
件
、
蔵
波
21
件
、
根
形

3
件
、
中
川
富
岡
6
件
、
平

岡
1
件
、
合
計
53
件
で
あ
る
。

市
内
の
状
況
を
も
っ
と
市
民

に
知
ら
せ
て
い
か
な
い
か
。

Ａ
な
お
一
層
啓
発
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

励
波
久
子
議
員

放
射
能
問
題
へ
の
市
の
対
応
に
つ
い
て

Ｑ
生
活
保
護
か
ら
抜
け
出

す
た
め
の
支
援
策
に
つ

い
て
伺
う
。

Ａ
就
労
支
援
プ
ラ
ン
を
策

定
し
、
早
期
再
就
職
の

実
現
を
図
っ
て
い
ま
す
。
4
月

か
ら
現
在
ま
で
の
間
に
就
労

可
能
な
9
世
帯
中
3
世
帯
が

自
立
し
て
い
ま
す
。

子
育
て
環
境
日
本
一
に
つ
い

てＱ
保
育
所
へ
の
入
所
要
件

を
緩
和
し
な
い
か
。

Ａ
社
会
福
祉
法
人
の
保
育

園
増
設
計
画
も
あ
り
、

特
定
保
育
へ
の
影
響
等
を
調

査
し
つ
つ
検
討
し
ま
す
。

学
校
給
食
に
つ
い
て

Ｑ
放
射
能
汚
染
か
ら
子
ど

も
た
ち
を
守
る
た
め
の

対
策
を
伺
う
。

Ａ
国
や
県
が
実
施
す
る
検

査
結
果
の
確
認
や
、
納

入
さ
れ
た
野
菜
等
の
産
地
確

認
を
す
る
ほ
か
、
測
定
機
を

購
入
し
て
放
射
性
物
質
の
測

定
を
実
施
し
ま
す
。

Ｑ
子
ど
も
た
ち
が
食
す
る

状
態
”丸
ご
と
検
査
“を

実
施
し
な
い
か
伺
う
。

Ａ
ま
ず
は
事
前
の
食
材
検

査
を
優
先
し
、
今
後
、

事
後
検
査
も
踏
ま
え
て
測
定

方
法
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

生
涯
学
習
の
推
進
に
つ
い
て

Ｑ
社
会
教
育
主
事
の
現
状

配
置
を
継
続
し
な
い
か

伺
う
。

Ａ
引
き
続
き
計
画
的
に
配

置
す
る
と
と
も
に
、
職

員
の
養
成
と
資
質
向
上
に
努

め
ま
す
。

Ｑ
公
民
館
長
の
適
任
者
像

に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
教
育
に
理
解
と
識
見
を

有
し
、
社
会
教
育
行
政

の
長
と
し
て
組
織
を
束
ね
る

役
割
を
担
う
こ
と
が
求
め
ら

れ
ま
す
。

長
谷
川
重
義
議
員

福
祉
行
政
に
つ
い
て

Ｑ
災
害
時
、
避
難
所
と
な

る
学
校
施
設
と
市
の
連

絡
体
制
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
東
日
本
大
震
災
の
発
生

直
後
は
、
一
般
電
話
や

携
帯
電
話
が
つ
な
が
ら
な
い

状
況
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

災
害
時
に
お
い
て
迅
速
か
つ

円
滑
な
通
信
手
段
を
確
保
す

る
た
め
、
今
年
度
中
に
移
動

系
防
災
行
政
無
線
機
を
避
難

所
指
定
の
小
中
学
校
に
配
備

し
ま
す
。

Ｑ
備
蓄
品
の
確
保
状
況
に

つ
い
て
伺
う
。

Ａ
避
難
所
指
定
の
小
中
学

校
な
ど
に
簡
易
備
蓄
倉

庫
を
設
置
し
て
お
り
、
食
料

及
び
飲
料
水
並
び
に
発
電

機
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
、
投
光
器

な
ど
の
防
災
資
機
材
を
備
蓄

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
複
数

の
小
売
事
業
者
と
の
間
で
災

害
時
に
お
け
る
物
資
の
供
給

に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
て

い
ま
す
。

Ｑ
学
校
独
自
の
危
機
対
応

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
状

況
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
危
機
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル

は
、
学
校
保
健
安
全
法

で
策
定
が
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
各
学
校
で

は
火
災
、
地
震
、
不
審
者
、

な
ど
様
々
な
危
機
を
想
定
し

た
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
整
備
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
津
波
を
想

定
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
校

舎
の
屋
上
や
学
校
近
く
の
高

台
を
避
難
場
所
に
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
携
帯

電
話
が
通
じ
に
く
く
な
っ
た

こ
と
を
受
け
、
市
内
全
小
中

学
校
の
保
護
者
を
対
象
に
緊

急
連
絡
メ
ー
ル
を
導
入
し
ま

し
た
。

佐
久
間
清
議
員

教
育
行
政
に
つ
い
て

Ｑ
小
櫃
川
上
流
水
源
域
の

新
井
総
合
施
設
（
株
）

等
、
産
廃
処
分
場
に
経
産
省

放
射
能
汚
染
基
準
100
ベ
ク
レ

ル
／
㎏
を
大
き
く
超
す
放
射

性
汚
泥
が
各
地
か
ら
搬
入
さ

れ
て
い
る
。
市
は
搬
出
を
や

め
、
埋
立
て
中
止
要
請
を
し

な
い
か
。

Ａ
搬
出
中
止
や
埋
立
て
中

止
要
請
は
し
ま
せ
ん
が
、

業
者
に
他
地
域
か
ら
の
搬
入

抑
制
を
要
請
し
ま
す
。

Ｑ
放
射
能
対
策
に
要
し
た

全
費
用
を
東
京
電
力
と

政
府
に
請
求
し
な
い
か
。

Ａ
放
射
線
測
定
、
除
染
作

業
の
対
応
が
終
了
し
た

時
点
で
、
人
件
費
も
含
め
て

可
能
な
限
り
、
東
京
電
力
に

賠
償
請
求
し
ま
す
。

Ｑ
ゴ
ミ
焼
却
施
設
か
ず
さ

ク
リ
ー
ン
シ
ス
テ
ム

（
K
C
S
）の
溶
融
飛
灰
の
放

射
能
が
5
千
500
ベ
ク
レ
ル
／

㎏
を
超
え
て
い
る
。
施
設
の

排
煙
筒
か
ら
放
射
性
物
質
が

出
て
い
な
い
か
徹
底
調
査
し

な
い
か
。

Ａ
測
定
可
能
か
近
隣
3

市
、
K
C
S
と
協
議
し

ま
す
。

Ｑ
自
治
会
の
な
い
一
般
宅

地
等
の
私
有
地
も
放
射

能
測
定
・
除
染
対
象
と
し
な

い
か
。

Ａ
測
定
器
を
自
治
会
に
貸

し
出
す
余
裕
が
出
た
段

階
で
後
に
個
別
に
応
え
ま

す
。

市
公
共
工
事
で
の
不
払
い
早

期
解
決
を

Ｑ
市
が
大
成
建
設
に
発
注

し
た
福
王
台
保
育
所
改

修
工
事
で
、
複
数
の
2
次
下

請
け
業
者
に
計
1
千
200
万
円

も
の
賃
金
不
払
い
等
、
言
語

道
断
の
事
態
が
起
き
て
い

る
。
ど
う
解
決
す
る
の
か
。

Ａ
引
き
続
き
、
元
請
け
に

早
期
解
決
を
要
請
し
、

管
理
指
導
を
強
め
ま
す
。

篠

典
之
議
員

放
射
性
汚
泥
埋
立
て
の
中
止
要
請
を

Ｑ
成
年
後
見
制
度
の
未
だ

一
般
化
さ
れ
て
い
な
い

現
状
の
分
析
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
手
続
の
煩
雑
さ
、
費
用

の
面
で
の
負
担
に
加

え
、
従
前
制
度
の
影
響
も
あ

り
、
本
人
の
行
為
能
力
が
奪

わ
れ
る
、
あ
る
い
は
制
限
さ

れ
る
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
、
制

度
が
正
し
く
理
解
さ
れ
て
い

な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

Ｑ
制
度
の
啓
発
普
及
に
つ

い
て
伺
う
。

Ａ
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
、
窓

口
で
の
チ
ラ
シ
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
配
布
、
広
報
紙
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
掲
載
を
し

て
い
ま
す
。
介
護
に
直
接
携

わ
る
関
係
者
を
集
め
た
連
絡

会
で
の
周
知
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

三
世
代
同
居
支
援
に
つ
い
て

Ｑ
三
世
代
同
居
支
援
策
を

検
討
し
、
導
入
し
な
い

か
伺
う
。

Ａ
調
査
、
分
析
を
し
て
ど

の
よ
う
な
手
段
、
方
法

に
よ
る
支
援
が
一
番
有
効
か

検
討
し
、
実
施
に
結
び
付
け

て
い
く
考
え
で
す
。

農
業
行
政
に
つ
い
て

Ｑ
農
業
の
担
い
手
の
確

保
、
育
成
対
策
に
つ
い

て
伺
う
。

Ａ
新
規
参
入
者
等
を
対
象

に
県
農
業
大
学
校
や
育

成
セ
ミ
ナ
ー
の
受
講
費
の
助

成
、
初
期
投
資
の
負
担
軽
減

の
助
成
を
図
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
耕
作
放
棄
地
の
発
生
防

止
、
再
生
へ
の
対
策
に

つ
い
て
伺
う
。

Ａ
農
地
の
貸
し
手
、
借
り

手
に
補
助
金
を
交
付
す

る
農
地
流
動
化
促
進
対
策
事

業
の
推
進
を
図
り
発
生
防
止

に
努
め
て
い
ま
す
。

神

寛
議
員

高
齢
者
、
障
害
者
の
権
利
を
擁
護
す
る

成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て

Ｑ
39
％
の
得
票
率
で
当
選

し
た
市
長
と
し
て
は
、

他
の
候
補
者
の
政
策
も
参
考

と
し
た
の
か
伺
う
。

Ａ
選
挙
戦
で
掲
げ
た
基
本

政
策
の
実
現
に
努
力
す

る
中
で
、
候
補
者
を
含
め
た

市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
聞

い
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
東
日
本
大
震
災
の
教
訓

を
踏
ま
え
た
防
災
計
画

の
見
直
し
内
容
を
伺
う
。

Ａ
今
年
度
中
に
海
浜
公
園

へ
の
防
災
無
線
新
設
、

避
難
所
へ
の
移
動
系
防
災
行

政
無
線
機
の
配
備
、
公
民
館

へ
の
衛
星
携
帯
電
話
の
配
置
、

防
災
対
策
総
合
ガ
イ
ド
の
全

世
帯
配
布
を
行
い

ま
す
。

地
震
津
波
対
策

は
、
国
県
の
検
証

結
果
に
基
づ
い
て

津
波
避
難
場
所
や

避
難
経
路
等
を
含

め
た
津
波
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
の
作
成
、

避
難
訓
練
の
見
直
し
を
検
討

し
ま
す
。

Ｑ
市
民
と
の
協
働
事
業
の

具
体
策
を
伺
う
。

Ａ
新
た
に
協
働
事
業
提
案

制
度
、
市
民
協
働
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
を
立
ち
上
げ
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
市
民
と
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

Ｑ
危
機
管
理
監
は
広
範
囲

に
渡
る
専
門
的
知
識
と

経
験
を
要
す
る
重
要
な
職
務

で
あ
り
副
市
長
の
兼
務
で
支

障
な
い
の
か
伺
う
。

Ａ
危
機
管
理
監
の
ス
タ
ッ

フ
部
門
と
し
て
総
務
部

の
中
に
危
機
管
理
課
を
新
設

し
、
緊
急
時
の
危
機
事
案
に

対
応
し
て
い
き
ま
す
。

専
門
家
の
登
用
に
つ
い
て

は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

立
原
勇
議
員

新
市
長
の
所
信
表
明
に
関
連
し

市
政
運
営
に
あ
た
っ
て
の
基
本
姿
勢
に
つ
い
て
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Ｑ
市
は
平
成
21
年
度
に
地

域
福
祉
計
画
を
策
定
し

推
進
し
て
い
る
が
、
近
年
増

加
し
て
い
る
虐
待
な
ど
諸
問

題
を
ど
う
受
け
止
め
現
状
認

識
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

Ａ
身
近
で
な
け
れ
ば
早
期

発
見
が
困
難
で
あ
る
課

題
と
し
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

今
後
、
そ
の
課
題
を
地
域
で

解
決
し
て
い
く
仕
組
み
を
考

え
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
身
近
な
交
流
施
設
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
伺
う
。

Ａ
公
民
館
等
公
的
施
設
、

民
間
の
空
き
家
、
貸
し

出
し
店
舗
等
を
地
域
福
祉
の

拠
点
と
し
て
考
え
て
い
ま
す

が
、
具
体
的
な
方
策
に
つ
い
て

は
今
後
研
究
し
ま
す
。

Ｑ
中
川
地
区
に
お
け
る
地

域
協
働
に
よ
る
住
み
よ

い
社
会
づ
く
り
の
方
策
に
つ

い
て
伺
う
。

Ａ
地
域
の
中
で
、
主
体
的
・

自
主
的
に
運
営
す
る
交

流
の
場
を
設
け
、
触
れ
合
い

協
力
し
合
え
る
地
域
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要

だ
と
思
い
ま
す
。

デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー

の
充
実
を

Ｑ
今
後
の
運
行
方
針
に
つ

い
て
伺
う
。

Ａ
現
在
実
証
運
行
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
平

成
25
年
度
以
降
の
本
格
運
行

に
つ
い
て
は
今
後
の
利
用
者

数
等
の
推
移
を
見
な
が
ら
決

定
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
今
後
の
新
た
な
交
通
空

白
地
域
解
消
対
策
は
。

Ａ
地
域
が
主
体
と
な
っ
て

運
営
す
る
地
域
乗
合
交

通
に
つ
い
て
調
査
検
討
し
て

い
ま
す
。

榎
本
雅
司
議
員

安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

Ｑ
放
射
能
汚
染
に
対
す
る

市
長
の
認
識
に
つ
い
て

伺
う
。

Ａ
原
子
力
や
放
射
性
物
質

は
、
国
が
保
管
し
て
い

ま
す
。
専
門
家
の
意
見
を
取

り
入
れ
た
政
府
の
基
準
は
容

認
し
ま
す
。
市
独
自
の
基
準

は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

Ｑ
放
射
性
物
質
の
処
理
に

つ
い
て
市
の
基
本
的
な

方
向
性
と
し
、「
国
と
東
京
電

力
に
は
放
射
能
汚
染
の
責
任

が
あ
る
。
国
は
そ
の
処
理
に

つ
い
て
、
費
用
負
担
と
具
体

的
か
つ
期
限
を
示
し
た
工
程

表
を
示
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。」

と
い
う
よ
う
な
声
明
を
打
ち

出
さ
な
い
か
伺
う
。

Ａ
市
と
し
て
で
き
る
こ
と

（
汚
染
状
況
の
確
認
と

除
染
作
業
）
を
優
先
し
、
声

明
は
出
し
ま
せ
ん
。

Ｑ
K
C
S
に
対
し
排
煙
中

の
放
射
性
物
質
の
測
定

と
セ
シ
ウ
ム
除
去
フ
ィ
ル
タ

設
置
の
要
請
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
国
の
実
証
試
験
で
99
・

99
％
除
去
の
結
果
が
得

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
測
定
に

つ
い
て
は
3
市
・
K
C
S
と
協

議
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
今
回
の
原
発
事
故
で
一

旦
起
き
た
ら
後
世
ま
で

広
範
囲
に
渡
り
取
り
返
し
の

つ
か
な
い
被
害
・
影
響
を
及

ぼ
す
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。
原
発
に
対
す
る
市
長
の

見
解
を
伺
う
。

Ａ
国
の
原
子
力
利
用
拡
大

の
見
直
し
と
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
拡
大
に

よ
り
原
発
依
存
度
は
減
少
と

認
識
し
て
い
ま
す
。
事
故
の

原
因
の
検
証
、
対
応
、
将
来

の
あ
り
方
等
を
、
個
別
に
検

証
す
る
こ
と
は
知
見
が
な
く

で
き
ま
せ
ん
。
国
・
専
門
家

の
検
証
を
待
ち
ま
す
。

田
中
輝
博
議
員

福
島
第
一
原
発
事
故
を
踏
ま
え
て

放
射
能
を
含
む
原
発
へ
の
対
応
に
つ
い
て

Ｑ
耕
作
放
棄
地
対
策
に
つ

い
て
伺
う
。

Ａ
農
地
の
借
り
手
、
貸
し

手
に
補
助
金
を
交
付
す

る
農
地
流
動
化
促
進
事
業
の

活
用
に
よ
り
、
耕
作
放
棄
地

の
発
生
防
止
に
引
き
続
き
努

め
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
荒
廃
し
た
山
林
の
再
生

に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
県
や
市
の
補
助
制
度
を

有
効
に
活
用
し
、
所
有

者
の
負
担
軽
減
や
森
林
機
能

の
維
持
・
増
進
に
努
め
ま
す
。

例
年
10
億
円
強
を
要
す
る
ゴ

ミ
処
理
費
用
の
節
減
に
向
け

た
取
り
組
み
に
つ
い
て

Ｑ
ゴ
ミ
の
減
量
化
対
策
に

つ
い
て
伺
う
。

Ａ
資
源
回
収
事
業
、
生
ゴ

ミ
肥
料
化
容
器
助
成
事

業
、
剪
定
枝
粉
砕
機
貸
し
出

し
事
業
の
推
進
等
に
よ
り
減

量
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
の
推

進
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の

収
集
の
ほ
か
、
資
源
回

収
事
業
及
び
P
T
A
な
ど
の

集
団
回
収
に
よ
り
平
成
22
年

度
の
リ
サ
イ
ク
ル
率
は
29
・

4
％
で
県
内
8
位
と
高
く

「
捨
て
れ
ば
ゴ
ミ
、
活
か
せ
ば

資
源
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
今
後
も

取
り
組
み
ま
す
。

Ｑ
有
料
化
に
向
け
た
取
り

組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
県
内
で
粗
大
ゴ
ミ
を
無

料
回
収
し
て
い
る
の
は

本
市
だ
け
で
す
。
有
料
化
制

に
向
け
検
討
を
始
め
た
と
こ

ろ
で
あ
り
、
詳
細
が
あ
る
程

度
整
理
さ
れ
た
時
点
で
、
議

会
に
報
告
し
ま
す
。

阿
津
文
男
議
員

荒
廃
し
た
農
林
用
地
の

再
生
に
向
け
た
取
り
組
み
は

Ｑ
測
定
済
の
場
所
で
規
定

値
超
え
の
所
を
伺
う
。

Ａ
15
施
設
25
カ
所
あ
り
、

う
ち
14
施
設
24
カ
所
に

つ
い
て
は
、
除
染
済
で
す
。

Ｑ
測
定
結
果
を
市
民
に
わ

か
り
や
す
く
地
図
上
に

色
等
で
表
示
し
な
い
か
伺
う
。

Ａ
多
少
時
間
は
か
か
り
ま

す
が
検
討
し
ま
す
。

Ｑ
市
民
や
自
治
会
等
個
別

測
定
に
対
し
規
定
値
を

超
え
た
際
の
対
応
を
伺
う
。

Ａ
市
の
公
共
財
産
、
市
道

の
側
溝
等
は
、
市
が
測

定
・
除
染
を
し
ま
す
が
、
自

治
会
館
等
地
域
で
所
有
し
て

い
る
施
設
や
個
人
財
産
に
つ

い
て
は
、
そ
の
所
有
管
理
者

で
対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。

Ｑ
全
く
知
識
の
な
い
市
民

に
自
分
達
で
除
染
・
処

理
し
ろ
と
は
酷
な
話
で
あ

る
。
民
地
か
ら
で
た
汚
染
物

質
も
市
で
対
応
し
な
い
か
伺

う
。Ａ

現
在
考
え
ら
れ
る
除
染

の
方
法
を
示
し
自
身
で

対
応
し
て
頂
き
ま
す
。
ま
た

民
地
か
ら
出
た
汚
染
物
質
の

保
管
場
所
を
確
保
す
る
こ
と

は
現
在
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

自
転
車
交
通
総
合
対
策
の
推

進
に
伴
う
ル
ー
ル
の
周
知
と

安
全
教
育
・
自
転
車
通
行
の

環
境
整
備
に
つ
い
て

Ｑ
安
全
教
育
受
講
者
増
加

に
向
け
警
察
署
や
教
習

所
と
連
携
し
、
免
許
証
や
修

了
書
を
発
行
し
、
駐
輪
場
の

割
引
や
優
先
予
約
等
の
優
遇

措
置
を
行
わ
な
い
か
伺
う
。

Ａ
優
遇
措
置
は
難
し
い
で

す
が
先
進
地
の
状
況
を

調
査
し
発
行
が
可
能
か
警
察

等
と
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
電
柱
地
中
化
の
際
に
自

転
車
道
の
整
備
が
で
き

な
い
の
は
な
ぜ
か
伺
う
。

Ａ
新
し
い
方
針
に
基
づ
き

再
検
討
し
て
い
ま
す
。

佐
藤
麗
子
議
員

放
射
能
汚
染
か
ら
市
民
を
守
る
た
め
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

Ｑ
執
行
者
と
し
て
今
後
4

年
間
、
市
の
有
り
様
を

示
す
所
信
表
明
は
抽
象
的
で

簡
素
、
熱
意
が
伝
わ
っ
て
こ

な
い
が
、
市
の
方
向
性
と
政

治
姿
勢
を
伺
う
。

Ａ
詳
細
な
施
策
等
は
次
の

議
会
の
施
政
方
針
で
明

示
し
、
総
合
計
画
や
実
施
計

画
の
推
進
を
念
頭
に
、
市
民

の
意
見
や
要
望
を
課
題
と
し

て
踏
ま
え
表
明
し
ま
し
た
。

Ｑ
住
環
境
等
で
自
己
評
価

は
高
い
が
市
民
本
位
の

考
え
で
あ
れ
ば
、
基
準
を
示

す
と
共
に
市
民
意
識
調
査
が

必
要
と
思
う
が
伺
う
。

Ａ
具
体
的
な
基
準
は
示
さ

ず
、
市
民
と
協
働
で
取

り
組
む
の
が
目
標
と
課
題
で

す
。Ｑ

所
信
表
明
の
中
で
も
財

政
の
健
全
性
を
主
張
さ

れ
た
が
、
こ
の
4
年
間
で
借

金
と
貯
金
の
取
り
崩
し
で
35

億
円
、
現
状
で
は
今
後
数
年
、

予
算
編
成
時
に
約
10
億
円
が

不
足
す
る
。
市
長
が
4
年
前

に
公
約
し
た
経
常
経
費
を

78
％
以
内
に
抑
え
る
市
民
と

の
約
束
を
守
っ
て
い
れ
ば
、

自
前
で
予
算
を
組
め
た
訳
だ

が
、
責
任
を
伺
う
。

Ａ
そ
の
後
、
い
ろ
い
ろ
の
事

情
が
あ
り
ま
し
た
。
経

常
経
費
の
削
減
は
し
っ
か
り

と
取
り
組
み
ま
す
。

Ｑ
選
挙
中
に
出
口
市
長
の

支
援
団
体
が
市
の
財
政

の
健
全
性
を
断
言
さ
れ
て
い

た
が
市
民
に
虚
偽
の
報
告
と

な
ら
な
い
か
伺
う
。

Ａ
私
の
報
告
で
は
な
く
、

そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
の
見

解
で
出
さ
れ
た
と
思
い
ま

す
。

石
井
俊
夫
議
員

二
期
目
就
任
の
所
信
表
明
に
つ
い
て
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議会映像をインターネット公開しています。
本会議終了後、おおむね10日以内にホー

ムページ上で見ることができます。

市のホームページ

（http://www.city.
sodegaura.chiba.jp）

から市議会のページをクリックしてご覧ください。

映像部分のフルスクリーン表示もできます。
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昨
年
は
、
日
本
だ
け
で

な
く
世
界
的
に
も
大
変
な

一
年
と
な
り
ま
し
た
。
今

年
こ
そ
は
、
干
支
で
あ
る

龍
の
如
く
皆
が
昇
っ
て
い

く
こ
と
の
で
き
る
素
晴
ら

し
い
一
年
に
し
た
い
も
の

で
す
。

12
月
議
会
最
終
日
に
は
、

今
年
も
「
議
場
コ
ン
サ
ー

ト
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

袖
ヶ
浦
高
校
音
楽
部
の
皆

さ
ん
が
東
日
本
大
震
災
を

は
じ
め
と
す
る
様
々
な
災

害
の
中
で
も
必
死
に
生
き

よ
う
と
し
て
い
る
方
々
の

た
め
に
、
「
H
e
y
和
」

「
栄
光
の
架
け
橋
」「
見
上

げ
て
ご
ら
ん
夜
の
星
を
」

な
ど
復
興
へ
の
強
い
祈
り

を
込
め
て
歌
っ
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
素
晴
ら
し
い

歌
声
と
演
奏
、
そ
し
て
な

ん
ど
も
繰
り
返
さ
れ
る

「
平
和
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ

に
、
様
々
な
思
い
が
込
み

上
げ
、
自
然
と
涙
が
こ
ぼ

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
と

て
も
感
動
的
な
コ
ン
サ
ー

ト
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
「
笑
門
福
来
」

…
辛
い
時
こ
そ
笑
顔
を
作

り
ま
し
ょ
う
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議案番号 件　名　等 議決結果

議案
第1号

議案
第2号

議案
第3号

議案
第4号

議案
第5号

議案
第6号

議案
第7号

議案
第8号

袖ケ浦市一般職の職員の給与に関する条例等の一部
を改正する条例の制定について
（主な内容） 人事院及び千葉県人事委員会の給与改
定勧告を踏まえ、一般職の職員の給与を改定するた
め、条例の一部を改正するものです。

袖ケ浦市農業集落排水処理施設条例の一部を改正す
る条例の制定について
（主な内容） 農業集落排水事業平岡地区の施設整備
に伴い平成24年度から順次供用開始することにあたり、
農業集落排水処理施設を規定するため、条例の一部
を改正するものです。

袖ケ浦市福祉作業所の指定管理者の指定について
（主な内容） 袖ケ浦市福祉作業所の指定管理者の指
定にあたり、議会の議決を求めるものです。

袖ケ浦市農村地域食品振興センターの指定管理者の
指定について
（主な内容） 袖ケ浦市農村地域食品振興センターの
指定管理者の指定にあたり、議会の議決を求めるもの
です。

袖ケ浦市農畜産物直売所の指定管理者の指定につい
て
（主な内容） 袖ケ浦市農畜産物直売所の指定管理者
の指定にあたり、議会の議決を求めるものです。

平成23年度袖ケ浦市一般会計補正予算（第2号）
（主な内容） 既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出
それぞれ655万1千円を追加し、歳入歳出予算の総額
を214億654万7千円とするものです。

平成23年度袖ケ浦市国民健康保険特別会計補正予算
（第1号）
（主な内容） 既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出
それぞれ407万3千円を追加し、歳入歳出予算の総額
を62億9千507万3千円とするものです。

平成23年度袖ケ浦市後期高齢者医療特別会計補正予
算（第2号）
（主な内容） 住民基本台帳法改正に伴う後期高齢者
医療システム改修委託について、本年度からの改修作
業が必要となり、平成25年度の完成払いを予定してい
ることから、債務負担行為を定めるものです。
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議案番号 件　名　等 議決結果

議案

第9号

議案

第10号

議案

第11号

議案

第12号

発議案

第1号

平成23年度袖ケ浦市介護保険特別会計補正予算（第

2号）

（主な内容）

既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ451

万8千円を追加し、歳入歳出予算の総額を29億8千657

万7千円とするものです。

平成23年度袖ケ浦市農業集落排水事業特別会計補正

予算（第1号）

（主な内容）

建設改良事業（平岡地区）の管渠布設工事を追加

発注することに伴い、その工事の年度内の完成が困

難なことから、繰越明許費を定めるものです。

教育委員会委員の任命について　

（主な内容）

教育委員会委員國廣隆紀氏が平成24年1月4日をも

って任期満了となるため、後任に多田正行氏を任命

することについて議会の同意を求めるものです。

君津郡市広域市町村圏事務組合規約の一部を改正す

る規約の制定に関する協議について

（主な内容）

児童福祉法及び障害者自立支援法の一部改正など

に伴い、君津郡市広域市町村圏事務組合規約の一部

を改正することについて、関係地方公共団体と協議

するにあたり、議会の議決を求めるものです。

政府として自然エネルギーへの転換を進める計画を

立て、原発を無くしていくことを求める意見書につ

いて

（主な内容）

政府として自然エネルギーへの転換を進める計画

を立て、原発を無くしていくことに関することにつ

いて、国に対し意見書を提出するものです。
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12 月 定 例 会 議 案 等 議 決 結 果 一 覧

袖ケ浦市の
新成人たち
1月8日長浦公民館にて

行政視察の報告～群馬県渋川市議会来市～
平成23年11月16日に、群馬県渋川市議会の議会報編集委員会が袖ケ浦市の議会だ
よりについて視察研修に来ました。
当日は、議会だよりのこれまでの経過や、紙面内容及び編集分担等について長谷川
重義議員（議会広報特別委員会委員長）から説明し、質疑等を受けました。
渋川市議会でも議会報に対し様々な工夫研究がなされており、当市においても勉強
になりました。
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